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ノスタルジア (1983)
NOSTALGHIA
NOSTALGHIYA
NOSTALGIA [米]

メディア 映画

ジャンル ドラマ 

製作国 イタリア／ソ連

時間 126分

初公開日 1984/03

公開情報 フランス映画社

映倫 G

リバイバル 2003/01/25 [ザジフィルムズ]
2024/01/26 [ザジフィルムズ] （４Ｋ修復版）

【キャッチコピー】
タルコフスキーが２１世紀に遺した至宝（2003年リバイバル時）

【解説】
　ソ連を離れ“亡命者”となったタルコフスキーの初の異国での作品であり、祖国を失ってさまよう彼
の心情が如実に出た、哀しく重厚で、イマジネーションに溢れた映像詩。主人公を彼と同じく国を追わ
れた詩人とし、彼が不治の病に犯されながらイタリアで放浪を続け、故郷への想いや死への畏れ、実存
的苦悩に囚われるさまを、独特の湿気にすべてがおぼろになるような映像でゆったりと綴っている。催
眠効果は抜群だが、寝てしまっては勿体ない（それも快いのだけども、そうなっても、臆せずもう一度
観ましょう）。ソ連が泡沫と消えても、世界中のどこかで同じ痛みが孤独に味わわれている限り、本作
を観ることは無駄ではない。旅の果て、主人公アンドレイは寒村の湯治場にたどりつき、そこで狂人扱
いされている老人ドメニコに出会う。彼はアンドレイに“ロウソクの火を消さずに広場を渡るように”
と謎めいた依頼をする。それが“世界の救済”に結びつく、と言うのだ。そしてドメニコはローマの騎
馬像の上で、平和に関する演説をぶち、焼身自殺を図る。と場面は、アンドレイがロウソクの炎を、吹
きすさぶ風から必死に守りながら幾度となく、ぬかるむ広場の横断を試みる様子に切り替わる。そして、
遂に渡り切ろうという時、篠つく雨は雪に変わり…。他の多くの亡命芸術家と違い、国を棄てることな
く愛し続けたゆえに、魂の越境者にされてしまったタルコフスキーが、今生きていれば、“崩壊”後の
世界とどのように格闘したろう。近年のミハルコフの如才ない愚作あたりを見、この映画を思い起こす
につけ、そう思う。

【クレジット】
監督 アンドレイ・タルコフスキー Andrei Tarkovsky

製作 レンツォ・ロッセリーニ Renzo Rossellini

マノロ・ボロニーニ Manolo Bolognini

脚本 アンドレイ・タルコフスキー Andrei Tarkovsky

トニーノ・グエッラ Tonino Guerra

撮影 ジュゼッペ・ランチ Giuseppe Lanci

助監督 ラリッサ・タルコフスキー Larisa Tarkovskaya

出演 オレグ・ヤンコフスキー Oleg Yankovsky アンドレイ・ゴルチャコフ

エルランド・ヨセフソン Erland Josephson ドメニコ

デリア・ボッカルド Delia Boccardo ドメニコの妻

ドミツィアーナ・ジョルダーノ Domiziana Giordano エウジェニア


